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水道工事施工管理基準 

 
 この基準は、水道工事標準仕様書（以下「標準仕様書」という。）Ⅰ共通編１．２．１２   

「施工管理」に規定する水道工事の施工管理及び規格値の基準を定めたものである。 

 

１ 目 的 

  この基準は、水道工事の施工について、契約図書に定められた工期、工事目的物の出来

形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。 

 

２ 適 用 

  この管理基準は、千葉県企業局が発注する水道工事について適用する。 

適用にあたっては、「標準仕様書（２０２１年度版）」、「令和２年度版 施工管理基準（千

葉県県土整備部）」、「千葉県道路占用工事共通指示書」等に準拠する。ただし、工事規模、

施工条件等により、この基準によりがたい場合は、監督職員と協議して他の方法によるこ

とができる。 

 

３ 構 成 

               工 程 管 理（進度管理） 

                              直接測定による方法 

  施工管理         出来形管理      

（工事写真を含む）                    撮影記録による方法 

             品 質 管 理 

 

４ 施工管理の実施 

 

（１）受注者は、工事施工前に施工管理計画（出来形及び品質管理計画等）及び施工管理担当者

を定めなければならない。 

（２）施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければな

らない。 

（３）受注者は、測定（試験）等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速や

かに実施しなければならない。 

（４）受注者は、測定（試験）等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し、監督職員の請求

に対し直ちに提示するとともに、検査時に提出しなければならない。 

 

５ 管理項目及び方法 
 
（１）工程管理 
    受注者は、工程管理を工事内容に応じた方式（ネットワーク（PERT））又はバーチャー

ト方式など）により作成した実施工程表により行うものとする。但し、応急処理工事等の

当初工事計画が困難な工事内容については省略できるものとする。 
    また、受注者は、標準仕様書Ⅴ工事関係要領等２３受注者提出書類の工事履行報告書に

て、工程の進捗管理を行うこと。（参考資料―１参照） 
 
（２）出来形管理 

   出来形管理のうち、直接測定による出来形管理とは、工事の出来形を把握するため、工

作物の寸法、凹凸、勾配、基準高等を施工の順序に従い直接測定（出来形測定）し、その都

度逐次その結果を管理図表（様式―３）又は結果一覧表（様式―２）に記録し、常に的確

な管理を行うことをいう。また、撮影記録による出来形管理とは、出来形測定、品質管 
理を実施した場合において、又は、施工段階（区切り目）及び施工の進行過程を確認する
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ため、必要に応じて撮影記録を行うことをいう。 
   受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、設計

値と実測値を対比して記録した出来形成果表又は、出来形管理図を作成し管理するものと

する。但し、測定数が５点未満の場合は出来形成果表のみとし、出来形管理図の作成は不

要とすることができる。（参考資料―２参照） 
 

（３）品質管理 
   品質管理とは、資材等の品質を把握するため、物理的、化学試験を実施し、その都度、 

その結果を管理図表又は、結果一覧表（様式―４）に記録し、常により的確な管理を行う 
ことをいう。 

   受注者は、品質を品質管理基準に定める試験項目、試験方法及び試験基準により管理し、

その管理内容に応じて、工程能力図又は、品質管理図表（ヒストグラム、χ－Ｒ、χ－Ｒ

ｓ－Ｒｍなど）を作成するものとする。但し、測定数が 1０点未満の場合は品質管理表のみ

とし、管理図の作成は不要とすることができる。 
   なお、X－管理図（様式―５）を適用する工種については、測点数が５点以上１０点未満

でも参考として品質管理図表を作成する。 
（参考資料―２参照） 

 
６ 規格値 

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計測）

値は、すべて規格値を満足しなければならない。 
 

７ 工事写真 
受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視でき

ない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理基準によ

り撮影し、適切な管理のもと保管し、監督員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事

完成時に提出しなければならない。 
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８ 出来形管理基準 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(1)土工 掘削工   

 

 

 

幅    ｂ 

 

 

深さ   ｄ 

 

＋50mm 

－0 

 

＋100mm 

－0  

●延長 40m 毎（標準的な位置）に

測定する。 

●布設延長 40m 未満の路線にあ

っては、路線毎に 1 箇所測定す

る。 

●給水管切替工事及び鉛給水管

更新工事の開削工法の土工は 10

箇所に 1箇所、配管状況は、全箇

所測定する。また、引抜き工法は、

土工、配管工とも全箇所測定す

る。 

 

 

   

土被りの変化点、占用位置の変

化点においても測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋戻工 基準高  ▽ 

厚さ   ｔ  

±50mm 

－50mm 

(2)配管工 配管工 

  

延長   Ｌ 

 

 

土被り  Ｄ 

 

占用位置 Ｈ 

＊オフセット 

＋0.10％ 

－0 

 

＋100mm 

－0 

±50mm 

±50mm 

(3)仕切弁設置工 砕石基礎工 

 

 

径    Ｂ 

厚さ   ｔ 

 

－50mm 

－30mm 

 

●設置箇所毎に測定する。 

 

 

●スピンドルが中心になるよう

据付られていること。 

●鉄蓋と路面の段差がないこと。

（路面とのすり付け勾配1%以内） 

 

仕切弁筐設置 据付位置 

 

鉄蓋据付 

中心 

 

±0mm 

 

(4)消火栓・排水

栓・空気弁設置工 

割栗石基礎工 

 

 

径    Ｂ 

厚さ   ｔ 

 

－50mm 

－30mm 

 

●設置箇所毎に測定する。 

 

 

●鉄蓋と路面との段差がないこ

と。 

●路面とのすり付け勾配。 

 

浅層埋設の場合、調整モルタル

内部等に黄色ペイントを塗る。 

 

 鉄蓋設置工 鉄蓋と路面と

の段差 

すり付け勾配 

±0mm 

 

概ね 1% 

以下 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(5)仕切弁室・排水

弁室築造工 

 

基礎工   

 

幅    ｂ 

厚さ   ｔ 

－50mm 

－30mm 

●設置箇所毎に測定する。 

 

 

 

 

 

 

   

 

躯体工 

  

内寸法 ｂ１ 

外寸法 ｂ２ 

 

高さ  ｈ１ 

    ｈ２ 

 

壁圧   ｔ 

±30mm 

±30mm 

 

±30mm 

±30mm 

 

＋10mm 

－5mm 

(6)管防護工 基礎工 

 

 

幅    ｂ 

厚さ   ｔ 

 

－50mm 

－30mm 

 

●設置箇所毎に測定する。 

 

 

コンクリート工 長さ 

 

幅 

 

厚さ 

断面 

＋30mm 

－0 

延長 

＋30mm 

－0 

(7)排水施設 基礎工 

 

幅    ｂ 

厚さ   ｔ 

－50mm 

－30mm 

●設置箇所毎に測定する。 

 

 

●鉄蓋と路面との段差がないこ

と。 

 

● 路面とのすり付け勾配。 

 

 

 

φ50mm 配水管用 

鉄蓋設置工 鉄蓋と路面と

の段差 

 

すり付け勾配 

±0mm 

 

 

概ね 1% 

以下 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(8)推進工 

 

推進工（小口径） 

 

基準高  ▽ 

 

 

±50mm 

 

 

●基準高、中心線の変位（水平）

は、推進管１本ごとに１箇所測定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心線の変位 

（水平） 

直線のみの

推進区間 

±50mm 
曲線を含む

推進区間 

±100mm 

延長   Ｌ -L/500mm 

かつ 

-200mm 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(1)アスファルト

舗装工 

(下層路盤工) 

 

砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ   

 

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

 

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝｽﾗｸﾞ 

 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

 

－45mm 
（-15 ㎜） 

－50mm 

 

 

●厚さは、各路線 40m 毎に 1 箇

所を掘起こして測定。 

●幅は、延長 40m 毎に１箇所の

割で測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

●給水管切替工事及び鉛給水管

更新工事において、箇所毎の復

旧となる場合は、１０箇所に１

箇所測定する。 

 ただし、道路管理者の指示が

あった場合や、現場状況に応じ

て必要な場合測定する。 

  

厚さは、個々の測定値が 10 個

に 9個以上の割合で規格値を満

足しなければならないととも

に、10 個の測定値の平均値（Ｘ

１０）について満足しなければ

ならない。但し、厚さのデータ

数が 10 個未満の場合は、測定

値の平均は適用しない。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工 

アスファルト舗装工(下層路盤

工)より 

 

(2)アスファルﾄ舗

装工 

(上層路盤工) 

 

粒度調整砕石 

 

粒度調整ｽﾗｸﾞ 

 

基準高  ▽ 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

±50mm 

－30mm 
（-10mm） 

－50mm 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工アスファルト舗装工（上

層路盤工）より 

ｾﾒﾝﾄ及び石灰 

安定処理 

 

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

 

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

－30mm 
（-10mm） 

－50mm 

 

－20mm 
 （-7mm） 

－50mm 

●幅は、延長 40m 毎に 1 箇所の

割とし、厚さは、100m に 1 個の

割でコアを採取もしくは掘起こ

して測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

●給水管切替工事及び鉛給水管

更新工事において、箇所毎の復

旧となる場合は、１０箇所に１

箇所測定する。 

 ただし、道路管理者の指示が

あった場合や、現場状況に応じ

て必要な場合測定する。 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(3)アスファルト

舗装工 

 

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物層 

（基層工） 

 

 

 

  

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

 

  

-12mm 
 （-4 ㎜） 

-25mm 

 

 

●幅は、延長 40m 毎に 1 箇所の割

とし、厚さは、100m に 1 個の割で

コアーを採取して測定。 

●施工延長 40m 未満については、路

線毎に測定。ただし、仮復旧施工時

は厚さ、幅について 40m 毎に１ヶ所

撮影。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工アスファルト舗装工（基

層工）より 

 

(4)アスファルト

舗装工 

 

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物層 

（表層工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

平坦性 

 

 

 

 

 

 

 

－9mm 
（-3 ㎜） 

－25mm 

●幅は、延長 40m 毎に 1 箇所の割

とし、厚さは、100m に 1 個の割で

コアーを採取して測定。 

●施工延長 40m 未満については、路

線毎に測定。 

ただし、仮復旧施工時は厚さ、 

幅について 40m 毎に１ヶ所撮影。 

●維持工事については、平坦性の

項目を省略することができる。 

 ただし、道路管理者の指示があ

った場合や、現場状況に応じて必

要な場合測定する。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工アスファルト舗装工（表

層工）より 
3m ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰ

ﾀ(σ)2.4mm 

以下 

直読式（足

付き） 

(σ)1.75 ㎜

以下 

(5)コンクリート

舗装工 

 

下層路盤工 厚さ   ｔ 

幅    ｂ     

－45mm 

－50mm 

●厚さは、各路線 40m 毎に 1 箇所

を掘起こして測定。 

●幅は、延長 40m 毎に１箇所の割に

測定。 

●施工延長 40m 未満については、路

線毎に測定。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工コンクリリート舗装工

（下層路盤工）より  

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工コンクリリート舗装工

（粒度調整路盤工）より 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 一般

舗装工コンクリリート舗装工

（コンクリート舗装版工）より 

(6)コンクリート

舗装工 

 

粒度調整路盤工 

 

 

基準高  ▽ 

厚さ   ｔ 

幅    ｂ 

±50mm 

－30mm 

－50mm 

(7)コンクリート

舗装工 

 

コンクリート舗装

版工 

 

厚さ   ｔ 

幅    ｂ 

目地段差 

-10mm 

-25mm 

±2mm 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(8)歩道路盤工 

 

 

 

 

 

 

 

砕石ｸﾗｼｬﾔｰﾗﾝ 

 

粒度調整砕石 

（歩道路盤工） 

 

 

 

 

基準高  ▽ 

厚さｔ＜15cm 

  ｔ≧15cm  

幅    ｂ 

 

 

 

 

±50mm 

-30mm 

-45mm 

-100mm 

 

 

●基準高は、片側延長 20ｍ毎に

１箇所の割で測定。 

●厚さは、片側延長 40m 毎に１

箇所掘起こして測定。 

●幅は、片側延長 40m 毎に 1 箇

所測定 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

※県基準 

 第 10 編道路編 舗装工 歩

道路盤工より 

(9)歩道舗装工 

 

 

 

 

 

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物層 

 

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物層 

（歩道舗装工） 

（表層工） 

厚さ   ｔ 

 

幅    ｂ 

 

 

 

-9 ㎜ 

 

-25 ㎜ 

 

 

 

●幅は、片側延長 40ｍ毎に 1箇

所の割で測定。 

●厚さは、100m 毎に 1箇所コア

ーを採取して測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

※県基準 

 第 10 編道路編 舗装工 歩

道舗装工より 

(10)砂利道復旧工 

 

砕石ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 

 

粒度調整砕石 

 

基準高  ▽ 

厚さ   ｔ 
(測定の平均値) 

幅     ｂ 

±50mm 

－45mm 
(-15mm) 

-50mm 

 ※下層路盤工に準じる。 

(11)路面切削工  厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅     Ｗ  

- 7 ㎜ 
 （-2 ㎜） 

-25 ㎜ 

  

●厚さは 20m 毎に現舗装高切削

後の基準高さの差で算出する。 

●測定点は車道中心線、車道端

及びその中心とする。延長 20m

未満の場合は、2箇所/施工箇

所とする。 

●幅は、延長 20ｍ毎に一箇所

の割とする。 

●断面状況で、間隔、測点数、

厚さを変えることができる。 

●測定方法は自動横断測定法に

よることができる。 

 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 路面切削工より 

※標準仕様書切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工よ

り 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(12)切削オーバ

ーレイ工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 厚さ   ｔ 

幅    Ｗ 

延長   Ｌ 

 

 

平坦性 

 

-7 ㎜ 

-25 ㎜ 

-100mm 

●厚さは 20m 毎に現舗装高さ

切削後の基準高の差で算出す

る。測定点は車道中心線、車道端

及びその中心とする。 
●幅は、延長 20ｍ毎に 1 箇所の

割とする。 
●延長 20m 未満の場合は、2 箇

所/施工箇所とする。 
●断面状況で、間隔、測点数、厚

さを変えることができる。 
●維持工事においては、平坦性

の項目を省略することが出来る

が、道路管理者の指示があった

場合や、現場状況に応じて必要

な場合測定する。 

※県基準 
 第 10 編道路編 道路維持 

舗装工 
切削オーバーレイ工より 
※標準仕様書切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工よ

り 
 

3m ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ

（σ)2.4mm

以下 

直読式（足

付き） 

（σ)1.75 ㎜

以下 

 

(13)オーバーレ

イ工 

 

 厚さ   ｔ 

幅    Ｗ 

延長   Ｌ 

 

平坦性 

 

-9 ㎜ 

-25 ㎜ 

-100mm 

●厚さは 20m 毎に現舗装高とオ

ーバーレイ後の基準高の差で算

出する。測定点は車道中心線、車

道端及びその中心とする。 

●幅は 20m 毎に 1 箇所の割とす

る。 

●延長 20m 未満の場合は、2 箇

所/施工箇所とする。 

●断面状況で、間隔、測点数、厚

さを変えることができる。 

●断面状況で、間隔、測点数を変

えることが出来る。 

●平坦性は、道路管理者の指示

があった場合や、現場状況に応

じて必要な場合測定する。 

※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 道

路関係 オーバーレイ工より 
※標準仕様書切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工よ

り 
 

3m ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ

（σ)2.4mm

以下 

直読式（足

付き） 

（σ)1.75 ㎜

以下 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(14)排水性舗装

工 
 
 
 
 
 
 
 
 

下層路盤工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚さ   ｔ 
（測定の平均

値） 
幅    ｂ 
 
 
 
 
 
 

-45mm 
（-15 ㎜） 

-50mm 

 
 
 
 
 
 
 

●厚さは、各路線 40m 毎に 1 箇

所を掘起こして測定。 
●幅は、延長 40m 毎に１箇所の

割で測定。 
●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 

排水性舗装工(下層路盤工)より 

(15)排水性舗装

工 
 
 
 
 
 
 

上層路盤工 
粒度調整路盤工 
 
 
 
 
 
 
 

基準高  ▽ 
厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 
幅    ｂ 
 
 
 
 
 

±50mm 

-30 ㎜ 
（-10 ㎜） 

-50mm 

 
 
 
 
 

●基準高は、延長 20m につき 1

箇所割とし、道路中心線及び端

部で測定。 

●厚さは、各車線 40m 毎に１箇

所を掘り起して測定。 

●幅は、延長 40m 毎に 1 箇所の

割で測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 

排水性舗装工(上層路盤工)より 

(16)排水性舗装

工 
 

上層路盤工 
ｾﾒﾝﾄ（石灰） 
安定処理工 
 

基準高  ▽ 
厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 
幅    ｂ 

±50mm 
-30 ㎜ 

（-10 ㎜） 

-50mm 

 

●基準高は、延長 20m につき 1

箇所割とし、道路中心線及び端

部で測定。 

●幅は、片側延長 40ｍ毎に 1箇

所の割で測定。 

●厚さは、100m 毎に 1箇所コア

ーを採取して測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 

排水性舗装工(上層路盤工)より 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(17)排水性舗装

工 
 
 
 
 
 
 
 

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ安定

処理工 
 
 
 
 
 
 
 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 
幅    ｂ 
 
 
 
 
 
 

-20mm 
（-7 ㎜） 

-50mm 

 
 
 
 
 
 

●幅は、40m 毎に 1箇所の割とし、 

●厚さは、100m に 1 箇所コアー

を採取して測定。 

●施工延長 40m 未満について

は、路線毎に測定。 

 
 
 
 

※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 排水性舗装工（加熱ｱｽﾌｧﾙ

ﾄ安定処理工）より 

(18)排水性舗装

工 
 
 

基層工 
 
 
 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 
幅    ｂ 
 

-12 ㎜ 
（-4 ㎜） 

-25mm 

 

●測定基準は、上記(17)に同じ 
 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 排水性舗装工(基層工)よ

り 

 

(19)排水性舗装

工 
 

表層工 
 

厚さ   ｔ 
（測定の平均値） 

幅    ｂ 

 

 

平坦性 

 
 
 
 
 

－9mm 
（-3 ㎜） 

－25mm 

 

●幅は、延長 40m 毎に 1 箇所の

割とし、厚さは、100m に 1 個の

割でコアーを採取して測定。 

●施工延長 40m 未満、路線毎に

測定。 

●維持工事については、平坦性

の項目を省略することができ

る。 

 ただし、道路管理者の指示が

あった場合や、現場状況に応じ

て必要な場合測定する。 

※県基準 

 第 3 編土木工事共通編 道路

関係 

 排水舗性装工（表層工）より 

 

3m ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ

（σ)2.4mm

以下 

直読式（足

付き） 

（σ)1.75 ㎜

以下 
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工 事 工 種 工 種 細 目 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 摘 要 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(20)付属施設 側溝工 
 
 
 
 
 
 
 

基準高  ▽ 
延長   Ｌ 
 
 
 
 
 

±30mm 

-200mm 

 
 
 
 
 
 

●基準高は、施工延長 20m につ

き 1箇所、施工延長 20m 以下の

ものは、1施工箇所につき 2箇

所。 

●延長は、1箇所／1施工箇

所。 

 

※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 共通

関係 側溝工より 

街渠桝・ﾏﾝﾎｰﾙ工 
 
 
 
 
 
 
 

基準高  ▽ 
厚さ   ｔ 
幅    ｗ 
高さ   ｈ 
 

±30mm 

-20mm 

-30mm 

-30mm 

 

●1 箇所／施工延長 20m 
●厚さ、幅、高さは、現場打部分

がある場合。 
 

※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 共通

関係 集水枡工より 

区画線工 
表示文字 
 
 
 
 
 
 

厚さ   ｔ 
幅    ｗ 
 

設計値以上 

 
●厚さは、各線種毎に、1 箇所テ

ストピースにより測定。 
 

※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 共通

的工種 区画線工より 

縁石工 
（縁石・ｱｽｶｰﾌﾞ） 
 
 
 
 
 
 
 

延長   Ｌ -200mm ●1 箇所／1 施工箇所 ※県基準 
 第 3 編土木工事共通編 共通

的工種 縁石工より 
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９ 品質管理基準 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 試験成績表等確認 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(1)土工 
 
 
 
 
 
 
 

埋戻工 
 
 
 
 
 
 
 

簡易貫入試験 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 回以上／10 ㎝以上 

 

 

 

 

 

 

●布設延長 100m 以下は、2

箇所 
●100m 以上は、100m 毎に 1

箇所 

●50m 以下は、1箇所 

●路線毎に 1箇所 

●上記以外、道路管理者の指

示があった場合や、現場状況

に応じて必要な場合測定す

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記録写真 

(2)分岐工 
 
 
 
 
 

不断水穿孔工 
 

水圧試験 
 
 
 
 
 

０．７５ＭPa を 1 分間

以上保持する。 

●設置箇所毎に試験を

行い漏水しないこと。 
 
 
 
 

 記録写真 

給水管切替工 
（ｻﾄﾞﾙ分水） 
 

０．７５ＭPa を１分間 

以上保持する。 

 

(3)鉛給水管更

新工事 
 
 
 

引抜き工法 
 
 
 
 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の損傷 
 
 
 

管端部から 500 ㎜以内

の傷の深さは、管厚の

10％未満 

φ20mm；0.40 ㎜未満 

φ25mm；0.50 ㎜未満 

 

①被覆材料損傷確認 
②ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の最大表

面傷深さで測定。 
 

計測機器使用 
（ﾃﾞﾌﾟｽｹﾞｰ

ｼﾞ） 

記録写真 

(4)Ｔ形管接合

工 
 

直管曲げ配管 
 
継手接合部 
 

曲げ角度と偏位 
 
継ぎ手の伸び 
受口面～ゴム 
輪間隔 
 
受口面～白線 
間隔他 

Ｔ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 
 
Ｔ形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによ

る。 
 
 

Ｔ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 試験成績表等確認 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(5)Ｋ形管接合

工 
 
 
 
 
 
 

直管曲げ配管 
 
継手接合部 
 
 
 
 
 

曲げ角度と偏位 
 
継ぎ手の伸び 
受口面～ゴム 
輪間隔 
 
受口面～白線 
間隔他 

Ｋ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 
Ｋ形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによ

る。 
 
 

Ｋ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 
 
 
 
 
 
 

(6)ＮＳ形管接

合工 
 
 
 
 
 
 
 
 

直管曲げ配管 
 
 
 
ライナ使用部 
 
継手接合部 
 
 
 

曲げ角度と偏位 
 
 
 
継ぎ手の伸び 
 
受口面～ゴム 
輪間隔 
 
受口面～白線 
間隔他 

ＮＳ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 
 
 

NＳ形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる。 
 

ＮＳ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 
 
 

〃 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 

(7)ＳⅡ形管 
接合工 

直管曲げ配管 
 
 
ライナ使用部 
 
継手接合部 
 

曲げ角度と偏位 
 
 
継ぎ手の伸び 
 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾞの間隔 
押輪~受口間隔 
ｺﾞﾑ輪の出入状態他 

ＳⅡ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
    〃 
 
 
ＳⅡ形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる。 
 

ＳⅡ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 試験成績表等確認 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(8)Ｓ形管接合

工 
 
 
 
 
 
 
 
 

直管曲げ配管 
 
 
継手接合部 
 
 
 
 
 
 

曲げ角度 
 
 
ﾋﾟｰｽⅢ間隔 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾞと挿し口外

面の隙間 
胴付間隔 
押輪~受口間隔 
ｺﾞﾑ輪の出入状態他 

Ｓ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 
 
 
Ｓ形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによ

る。 
 

Ｓ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書

(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)
による。 
 
 
 
 
 
 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 
 
・(社)日本水道協

会の品質検査証明

書を受けた工場か

ら発行される受験

証明書 
・材料確認 
・記録写真 

(9)GX形管接合

工 
 
 
 
 
 
 
 
 

直管曲げ配管 
 
 
 
ライナ使用部 
 
継手接合部 
 
 
 
 

曲げ角度と偏位 
 
 
 
継ぎ手の伸び 
 
受口面～ゴム 
輪間隔 
 
受口面～白線 
間隔他 

GX 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 
 
 

GX 形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによ

る。 

GX 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 
 
 

〃 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 

(10)PN 形管接

合工 
 
 
 
 
 
 

配管 
 
 
 
継手接合部 
 
 
 

 
 
 
 
受口面～ゴム 
輪間隔 
 
受口～押輪間隔 
受口内面～挿し口

外面間隔 

PN 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 

PN 形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによ

る。 

PN 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 
 

〃 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 試験成績表等確認 

【１】 

管 

路 

工 

事 

(11)S50 形管接

合工 
 
 
 
 
 
 

直管曲げ配管 
 
 
 
ライナ使用部 
 
継手接合部 
 

曲げ角度と偏位 
 
 
 
継ぎ手の伸び 
 
受口面～白線 
間隔他 

S50 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 

S50 形継手ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる。 

S50 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領

書(日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協

会)による。 
 

〃 
 

〃 
 

 ﾁｪｯｸｼｰﾄ提出 
記録写真 

(12)その他の 
管接合工 

直管曲げ配管 
継手接合部 

 
 
 
 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書(日
本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)に
よる。 
 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ接合要領書(日
本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会)に
よる。 
 
 

 ・溶接鋼管に

ついては、別

途基準によ

る。 

(13)管及び弁類

等水道材料 
配水管材料及び

水管材料 
(社)日本水道協

会規格 
(社)日本水道協会規格 ･JWWA 

･仕様書 
 ・(社)日本水道協

会の品質検査証明

書を受けた工場か

ら発行される受験

証明書 
・材料確認 
・記録写真 
 
 
・納入仕様書

等 
・材料確認 
・記録写真 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 
試験成績表等

確 認 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(1)路盤工 下層路盤工 現場密度の測定(施
工) 

最大乾燥密度の 93% 

以上 

X10 95%以上 

X6  96%以上 

X3  97%以上 

 

●布設延長 100m 以下

は、2箇所 
●100m 以上は、100m 毎

に 1箇所 

●50m 以下は、1箇所 

●路線毎に 1箇所 

●給水管切替工事及び

鉛給水管更新工事は、各

路線毎に 1 箇所測定す

る。 
 ただし、道路管理者の

指示があった場合や、現

場状況に応じて必要な

場合測定する。 

締固め度は、10 個の

測定値の平均値 X10
が規格値を満足しな

ければならない。10
個の測定値が得がた

い場合は 3 個の測定

値の平均値 X3 が規

格値を満足しなけれ

ばならいが、X3 が規

格値をはずれた場合

は、さらに、3 個のﾃﾞ

ｰﾀを加えた平均値

X6 が規格値を満

足していればよい。 
※県基準 
 ４下層路盤 

 

上層路盤工 
 
 
 

下層路盤工に同じ 
現場密度の測定

（施工） 

同上 同上 同上 
※県基準 
 ５上層路盤 

 

ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処

理工 
 

下層路盤工に同じ 
現場密度の測定

（施工） 

同上 同上 同上 
※県基準 
 ６ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処

理路盤 

 

ｾﾒﾝﾄ安定処理

工 
 

現場密度の測定

（施工） 
同上 同上 同上 

※県基準 
 ７ｾﾒﾝﾄ安定処理

路盤 
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工 事 工 種 工 種 細 目 試 験 項 目 規 格 値 試 験 基 準 摘 要 
試験成績表等

確 認 

【２】 

道 

路 

復 

旧 

工 

事 

(2)ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

工 
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 現場密度の測

定 
 

基準密度の 94%以上 

X10 96%以上 

X6  96%以上 

X3  96.5%以上 

 

●布設延長 100m 以下

は、2箇所 
●100m 以上は、100m 毎

に 1箇所 

●50m 以下は、1箇所 

●路線毎に 1箇所 

●給水管切替工事及び

鉛給水管更新工事は、

各路線毎に 1 箇所測定

する。 
 ただし、道路管理者

の指示があった場合

や、現場状況に応じて

必要な場合測定する。 

  

 

温度測定（初

期締固め前） 

110℃以上 随時  

 

外観検査(混合

物) 

目視 随時  
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１０ 写真管理基準 
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 写真管理基準は、千葉県企業局水道工事標準仕様書（２０２１年版）２０．工事記録写真撮影要領によることとし、記載されていな

いものについては以下のとおりとする。なお、電子納品による場合は、千葉県企業局電子納品ガイドライン（案）による。 
（３－１）撮 影 箇 所 一 覧 表 

区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 
撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

工事着手前・ 

完成 

 

 

 

工事着手前 全景又は代表部分写真 着手前１回 
          [着手前] 

工事始点～終点 
 

完成 
 

全景又は代表部分写真 施工完了後１回 
          [完成後] 

工事始点～終点 
 

施工状況写真 

 

 

 

 

 

 

工事施工中 全景又は代表部分の工事進捗状況 月１回 または撮影予定の測点 
      [月末] 

 
 

施工中の写真 工種、種別毎に共通仕様書及び 
諸基準に従い施工していること

が確認できるように適宜撮影。 
          [施工中] 

 
 
 
 

高度技術・創意工夫・社会性等

に 
関する実施状況が確認できるよ

うに適宜撮影    [施工中]     

高度技術・創意工夫・社会性等に

関する実施状況の提出資料に添付 
 
 

仮設（指定仮設） 使用材料、仮設状況、形状寸法  １施工箇所に１回  [施工前後]  

図面との不一致 図面と現地との不一致の写真 必要に応じて    [発生時]   
 

安全管理 安全管理 各種標識類の設置状況 各種類毎に１回   [設置後]  

各種保安施設の設置状況 各種類毎に１回   [設置後]  

監視員交通整理状況 各１回 
          [作業中] 
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区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 
撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

安全管理 安全管理 安全訓練等の実施状況 
 

実施毎に１回 
      [実施中] 

 

 
使用材料 

 
使用材料 

形状寸法 各品目毎に１回 
      [使用前] 

 
 

検査実施状況 各品目毎に１回 
      [検査時] 

 

使用機械 使用機械 機械の仕様・能力 各機種毎に１回 
[使用前] 

 
 

出来形管理写

真 

（３－２）出来形管理写真撮影箇所一覧表に記載  

品質管理写真 （３－３）品質管理写真撮影箇所一覧表に記載  

災害 被災状況 
 
 
 

被災状況及び被災規模等 
 
 
 

その都度 
     [被災前] 
          [被災直後] 
          [被災後] 

 
 
 
 

事故 事故報告 事故の状況 その都度 
     [発生前] 
          [発生直後] 
          [発生後] 

着手前は付近の写真でも可 

その他 

 

 

 

 

 

補償関係 被害又は損害状況等 その都度 
     [発生前] 
          [発生直後] 
          [発生後] 

 
 

環境対策 
イメージアップ等 

各施設設置状況 各種毎１回 
     [設置後] 
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（３－２）出来形管理写真撮影箇所一覧表 

区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 

撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

１ 
 

管 
路 
工 
事 

掘削工 幅、深さ、（土工定規による） ４０ｍ毎に１箇所 
延長 40m 未満のとき、路線毎に

１箇所 

工事始点～終点 
埋戻工・締固め工 基準高、厚さ 工事始点～終点 

複数埋戻材のとき各層毎に撮影 
管布設工 土被り 

占用位置 
工事始点～終点 

仕切弁設置工 
 砕石基礎工 
 仕切弁筺設置 

幅、厚さ 
基準高・すりつけ状況 

設置箇所毎  
 
 

消火栓・排水栓・ 
空気弁設置工 
 割栗石基礎工 
 鉄蓋据付工 

幅、厚さ 
基準高・すりつけ状況 

設置箇所毎  
 
 

注）浅層埋設時、受枠内側黄色塗装 
仕切弁室・排水弁室

築造工 
 築造工 
 躯体工 

幅、厚さ・すりつけ状況 
内寸法・外寸法・高さ・壁厚 

設置箇所毎  

給水管切替工・鉛給

水管更新工事 
 土工事 
配管工 

開削による場合 
幅、深さ、（土工定規による） 
 
引き抜き工法の場合 

 
１０箇所に１箇所 
 
全箇所 

 
撤去管の検尺 

 

管防護工 
 基礎工 
 ｺﾝｸﾘｰﾄ工 

幅、厚さ、長さ 
 

設置箇所毎  

推進工 各種設備設置撤去状況(推進設備、掘進

機、坑口、泥水処理設備等) 
１施工箇所に１回（施工中、推

進後） 代表箇所 
 

推進状況(掘削、送排泥、裏込注入等) 

中心線の変位（水平） 
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区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 
撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

２ 
 

道 
路 
復 
旧 
工 

下層路盤工 
 砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ・ 再
生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ・ｸﾗｯｼｬ

ｰﾗﾝｽﾗｸﾞ 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 
 
●給水管切替工事及び鉛給水管更新

工事は、10 箇所に 1 箇所とし、道

路復旧工については以下同様とす

る。 

工事始点～終点 
 

上層路盤工 
 粒度調整砕石・粒

度調整ｽﾗｸﾞ・ｾﾒﾝﾄ

及び石灰安定処

理・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ安

定処理・再生ｱｽﾌｧﾙ

ﾄ安定処理 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

工事始点～終点 
 

アスファルト基層工 幅 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

工事始点～終点 
 

アスファルト表層工 幅 
平坦性 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

工事始点～終点 
 

コンクリート舗装工 
 下層路盤工 
 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 
 

 

コンクリート舗装工 
 粒度調整路盤工 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

歩道路盤工  厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所  

歩道舗装工 
 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 
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区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 
撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

２ 
 

道 
路 
復 
旧 
工 

砂利道復旧工 
 下層路盤に準ずる 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所  

路面切断工 
 

厚さ、幅 
 

 
 

 

切削オーバーレイ工 
 

厚さ、幅 
延長、平坦性 

延長 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

オーバーレイ工 
 

厚さ、幅 
延長、平坦性 

延長 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

排水性舗装工 
 下層路盤工 

厚さ、幅 各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

  

排水性舗装工 
 上層路盤工 
 

厚さ、幅 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

排水性舗装工 
 セメント安定処理工 
（石灰）安定処理工 

厚さ、幅 
 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

排水性舗装工 
加熱アスファルト安定 

処理工 
 

厚さ、幅 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

排水性舗装工 
 基層工 
 

厚さ、幅 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 

 

排水性舗装工 
 表層工 
 

厚さ、幅 
平坦性 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満は路線毎に１箇所 
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区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 
撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

２ 
 

道 
路 
復 
旧 
工 

付属施設 
 側溝工 
 

 
基準高 
延長 

基準高は延長 20m 毎に 1 箇所 
各路線 40m 毎に 1 箇所 
40m 未満、路線毎に１箇所 

 

 街渠桝・ 
ﾏﾝﾎｰﾙ工 

基準高 
厚さ、幅 (現場打ちの場合) 
高さ(現場打ちの場合) 

設置箇所毎 
 

 

 区画線工 
 表示文字 

厚さ、幅 
 

各路線 40m 毎に 1 箇所 
表示文字については全箇所 
ただし、完成写真で判読できる

ものは省略できる。 

 

 縁石工 
（縁石・ｱｽｶｰﾌﾞ） 
 

延長 各路線 40m 毎に 1 箇所 
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（３－３）品質管理写真撮影箇所一覧 表 

区 分 工 種 

写 真 管 理 項 目 

適 用 

撮 影 項 目 撮影頻度（時期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
１管路工事 
 

(1)土工 
 

簡易貫入試験 
現場密度試験 
 

２品質管理基準による。 
実施箇所毎 

 

(2)配管工 不断水穿孔工 
給水管切替工 
 

設置箇所毎 水圧試験状況、圧力ゲージ判読可能 
監督員立会 

(3)鉛給水管更新 
工事 
 

引き抜き工法 実施箇所毎  
 

(4)耐震継手管 
ＮＳ形 
ＧＸ形 
Ｓ５０形 
ＳⅡ形 
Ｓ形 

 
管種毎の接合要領による配管状況 
管切断加工（甲切管、乙切管） 

 
接合 10 箇所に 1 箇所毎 
 
実施箇所毎 

ＮＳ形、ＧＸ形、Ｓ５０形管で内面

粉体塗装のものに使用するﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ｽﾘｰﾌﾞは粉体塗装表示のもの。 

(5)既設管連絡工 
    
 

既設管連絡工 
 

実施箇所毎  

(6)管撤去工 
 

撤去材 実施箇所毎 堀上管延長、検尺 
 

(7)水道用材料 
 

材料確認   

 
 
２道路復旧工 

 

(1)舗装復旧 
AS ｺﾝ､ｺﾝｸﾘｰﾄ 

  その他 
 

弁筺、鉄蓋等付属施設とのすりつ

け状態 
設置箇所毎  
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※　上段には予定、下段には実行を記入してください。

80（%）

60（%）

40（%）

20（%）

１００　（　　　　）５０　（　　　　） ７０　（　　　　） ９０　（　　　　）０　（　　　　） １５　（　　　　）

※　備　　　考

工　事　工　程　表
(参考資料-1)

工事名 工　　期

※　出来高（％）
計画（　　）

実施　　　

　　※　出来高管理工程曲線図

　　　１）計画は黒実線　

　　　２）実施は赤実線

　　　３）計画を修正したときは赤破線

１０　　　　月 １１　　　　月 備　　　考６　　　　月 ７　　　　月 ８　　　　月 ９　　　　月No 工種 単位 数量

12

13

14

15

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

7

仮配管撤去工

本復旧工

後片付工

書類整理

仮不断水栓設置工

φ２００TDP布設工

φ１５０TDP布設工

給水切替工

準備工

試掘工

舗装版切断工

仮配管敷設工

式

箇所

ｍ

㎡

式

式

箇所

ｍ

ｍ

箇所

ｍ

ｍ

348.0

696.0

1

1

1

3

1,004.0

348.0

1

235.0

113.0

18
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（参考資料－２）  
出来形管理図表及び品質管理図表  

 

出来形管理図表及び品質管理図表の取り扱いについて  
 
１．出来形管理  

管理図表等のまとめ方  
①管理工種一覧表（様式－１）  
②測定結果一覧表（様式－２）  

管理図により難い場合、もしくは測定点数がおおよそ２０点以下の場合。  
③出来形管理図（様式－３）  

測定点数がおおよそ２０点以上の場合  
④完成後、明視できない部分で重要な個所は、記録写真によるほか、直接測定によ

る管理図表を作成し、つねに状況を把握する。  
 
２．品質管理  

管理図表等のまとめ方  
①管理工種一覧表（様式－１）  
②試験（測定）結果一覧表（様式－４）  

管理図により難い場合、もしくは試験（測定）点数がおおよそ１０点未満の場合。
ただし、５点以上１０点未満ではＸ－管理図（様式－５）を適用する工種につい
ては参考として作成する。  

③品質管理図（様式－５）  
試験（測定）点数がおおよそ１０点以上の場合。  

 
３．管理技法（工程能力図）  

工程能力図は得られたデータが規格値を満足しているかどうかのチェックに用
いられる連続的な表示方法である。これにより規格の現況、能力等をみる。従っ
て統計的な考え方が使われておらず、工程に異常があるかどうかの判断はでき
ない。しかし規格値に対するデータの変動の様子が連続的につかまえることが
できる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工程能力図の作り方は調べようとする対象の集団を区間割して（工区等）合理
的な群にして各群の中で時間順序に従ってデータを記入して行くものである。  
工程能力図は、横軸にサンプル番号を、縦軸に特性値を目盛り、上下規格値を示
す線を引く。各データはそのまま打点し各点を実線でむすべばよい。 

 

測定Ｎｏ，又は月日

上限規格値

50% 80%

50% 80%

下限規格値

工程能力図の一例

規格中心



 

 33  

（様式－１）                                                      注）本表は提出時の表紙として使用する。 
 
                                             ○○   年   月   日  
 
    工事番号                 工 事 名  
 
    工  期                                     工事個所  
 
 

施    工    管    理    図    表  
  管理工種一覧表  

 出     来     形     管     理  品     質     管     理   

工    種  特     性  工    種  特     性  工    種  品  質  特  性  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 
 

     

 
            事務所名                                                受注会社名  
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 （様式－２）  
 

出 来 形 測 定 結 果 一 覧 表  
 
  工種                               工種細目  
                                             測定者                印   

測  定  項  目     

規 格 値    

測点又は区別  設計値  実測値  差  設計値  実測値  差  設計値  実測値  差  

   ＮＯ  １           

         ２           

         ３           

         ４           

         ５           

         ６           

         ７           

         ８           

         ９           

       １０           

          

          

          

          
＊ 管理図により難い場合、もしくは測定点数がおおよそ２０点以下の場合 
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（様式－３）  
出 来 形 管 理 図 表  

 
  工種                             工種細目  
                                             測定者                印   

測  
 

点  
 

 
 

 
Ｎ

Ｏ
１

 
 

 
 

 
Ｎ

Ｏ
２

 
 

 
 

 
Ｎ

Ｏ
３

 
 

 
 

 
Ｎ

Ｏ
４

 

 
 
   設  
   計  
   値     ＋０  
   と  
   の  
   差  

                     

                     

  
測 定 項 目  測 定 項 目  測 定 項 目  

規 格 値  規 格 値  規 格 値  

測点又は区別  設計値  実測値  差  測点又は区別  設計値  実測値  差  測点又は区別  設計値  実測値  差  

  平 均 値       Ｎｏ  １         Ｎｏ  ７     

  最 大 値            ２              ８     

  最 小 値            ３              ９     

  最 多 値            ４            １０     

  デ ー タ 数            ５            １１     

  標 準 偏 差            ６            １２     
＊  測定点数がおおよそ２０点以上の場合  
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（様式－４） 

 

 

             工種        試験（測定）種目 

 

                         工                  試験（測定）結果一覧表 

   
 

                                       試験（測定）者名                  印 

  
測定月日 

 

測定番号 
 

試験(測定)値 
 

設 計 値 
 

規 格 値 
 

自主管理値・摘要 
 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      
    記事 手直しの処置等を記入する。 
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（様式－５） 

 

 

測点番号

月    日

  基  設

  準  計

  値  値

    と

    の

    差

記　　事

　　　　　　　　　　　　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質管理図表

　　４．起点から終点に向って順序よく記入する。

　　５．記事欄には手直しの処置等を記入する。

　　６．規格値５０％および８０％値の線を表示する。

 

　　１．基準線を適宜定める。

　　２．設計値との差の単位を定め目盛に数値を入れる。

　　３．図表には、許容範囲（規格値）の線を朱書で記入する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測 定 者 名
印

 

　　　　　　　　工  種　　　　　　　　　　試 験 （ 測 定 ） 種 目
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（参考資料３） 
電子納品における写真情報の整理 

 
写真管理項目の写真情報における工種、種別、細別について、電子媒体に格納する写真管理フ

ァイル(PHOTO.XML)に記入する写真管理項目の写真情報における写真大分類、写真区分、工種、

種別、細別は以下を基本とする。なお、これによりがたい場合は事前協議時に決定する。 
①鉛給水管更新工事 ３８頁 
②配水管整備工事  ３９頁 
 
※ 千葉県企業局電子納品運用ガイドライン（案）より抜粋 
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①鉛給水管更新工事 

 

大分類 写真区分 工種（測点） 種別 細別
鉛管単独更新 材料確認

工事着工前原形 道路部測点
工事完了 道路部測点

給水管切替工 切替番号No.○○ 工事着工前原形
工事完了 宅地部

水栓番号
占用位置
土被り
既設鉛管状況 サドル部

宅地部
検尺

穿孔状況
コア挿入
水圧テスト
配管状況 サドル部

宅地部
防食フィルム
（分水止工） 配管状況

防食フィルム
測点写真 カッター工 分岐部

（1/10ヶ所） 横断部
舗装取壊し工
既存舗装厚
舗装積込状況
路盤掘削状況
路盤積込状況
土砂掘削状況
土砂積込状況
安全対策工
土工定規
既設鉛管：道路部
既設管土被り
既設鉛管撤去状況
床付状況
床付深度
掘削幅
洗砂埋戻し工
再生砂埋戻し工
明示シート敷設工
下層路盤工
上層路盤工
仮復旧工 プライムコート工

再生密粒度AS
本復旧工 No.○○ 舗装取壊し工

不陸整正工
路盤転圧状況
プライムコート工
合材敷均し工
合材転圧状況

路盤仕上り高 No.○○
現場密度試験 No.○○

温度管理 No.○○ 到着温度
敷均し温度
初期転圧温度
路面開放温度

コア採取 No.○○ コア抜き状況
コア厚測定

安全教育
安全ミーティング

保安施設工
水質確認
路盤検査

簡易貫入試験 （改良土使用の場合） 
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②配水管整備工事 

 

大分類 写真区分 工種（測点） 種別 細別
配水管整備工事 工事着工前原形 No.○○

工事完了 No.○○
材料確認

仮配管敷設工 K－○○ カッター工
舗装取壊し工
既存舗装厚
舗装積込状況
土工定規
配管状況
発生材埋戻し工
仮復旧工 プライムコート工

再生密粒度AS
仮設仕切弁設置工 KV－○○ 土工定規

配管状況
底板・弁筺設置工

仮設消火栓設置工 KH－○○ 土工定規
配管状況
底板・土留・鉄蓋設置工

KFV－○○ 土工定規
配管状況

(不断水連絡工） 水圧テスト
穿孔状況
コア挿入
ポリスリーブ工
占用位置
土被り

仮配管連絡工 連－○○ カッター工
配管状況
占用位置
土被り
土工定規
洗砂埋戻し工（改良土）
下層路盤工
上層路盤工
仮復旧工 プライムコート工

再生密粒度AS
仮給水管切替工 KNo.○○ 配管状況 道路部

宅地部
本管布設工 測点－○○ カッター工

（TDP,NSDP,SⅡ,HIVP,KDP) 舗装取壊し工
既存舗装厚
舗装積込状況
路盤掘削状況
路盤積込状況
土砂掘削状況
土砂積込状況
安全対策工
既設管深度
既設管撤去工
床付深度
掘削幅
洗砂埋戻し工（改良土）
仮寸法測定状況
管清掃状況
ゴム輪装着状況
滑材使用状況
リングジャッキ使用状況
挿し込み量測定
配管状況
ポリスリーブ工
新設管占用位置
新設管土被り
再生砂埋戻し工
明示シート敷設工
下層路盤工
上層路盤工
仮復旧工 プライムコート工

再生密粒度AS

仮設不断水
止水栓設置工
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大分類 工種 測点 種別 細別
配水管整備工事 配管状況 各測点 配管状況

ポリスリーブ工
甲切管使用状況
乙切管使用状況

仕切弁設置工 V－○○ 配管状況
砕石基礎工
補足土留工
レジコン座台設置工
仕切弁筺設置工

消火栓設置工 H－○○ 配管状況
砕石基礎工
レジコン座台設置工
土留設置工
ハイジャスター注入
鉄蓋設置工

給水管切替工 No.○○ 穿孔状況
コア挿入
配管状況 サドル部

宅地部
水圧テスト
防食フィルム
工事完了

仮配管撤去工 K－○○ 仮配管撤去状況
土工定規
下層路盤工
上層路盤工
仮復旧工 プライムコート工

再生密粒度ＡＳ
WT－○○ フランジ蓋設置工 土工定規

配管定規
ポリスリーブ工

本復旧工 No.○○ 舗装取壊し工
不陸整正状況
路盤転圧状況
プライムコート
合材敷均し工
合材転圧状況

路盤仕上り高 No.○○
現場密度試験 No.○○

温度管理 No.○○ 到着温度
敷均し温度
初期転圧温度
路面開放温度

コア採取 No.○○ コア抜き状況
コア厚測定

排水施設設置工 HS－○○ 水圧テスト
穿孔状況
配管状況
土留設置工
砕石基礎工
鉄蓋設置工

NS管チェックリスト 撮影番号
安全教育

安全ミーティング
保安施設工
水質確認
路盤検査

スピンドル高さ
簡易貫入試験（改良土時のみ） 簡易貫入試験 

 〇〇形継手チェックシート 
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